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再 生 し よ う と し た 意 図 と 認 微 す ぺ
．き
と 思 わ れ る 。
それによって、
啄木は歌 を 活 発 に変化させ、
優 雅
の 伝 統 か ら 大 衆 に 開 放 し 、 ＂ 新 た な 歌 の 世 界 を 開 拓 し た 。 筆 者 の 統
、・
計 に よ る と 、
伝 統 の五七濶と七五調の他に、
この伝統の 形 式 か ら
派 生 し た 歌 型 は 十 六 種 類 に 達 し て い
ろ 。
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は た ら け どは た ら げ ど 猶 わ が 生 活 楽 に な ら ざ り
（r一握の砂』521)
烏 な ど 飛 ぺ
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こ の 歌 は ka 音 の 三 重 頭 韻 を 踏 み 、 K の 音 潤 要 素 に あ る カ ラ ッ と した 音 象 世 界 が 現 わ れ て い る 。 又 、 各 句 毎 に a 母 音 で 開 始 さ せ た 配筐 は 一 層 秋 ら し い 印 象 を 強 め て い る 。
，気 弱 な ろ 斥 候 の C と くお そ れ つ つ
．
深 夜 の 街 を 一 人 歓 歩 すkiyo
w
a n a r u 
















hi'to r i 




が 、 分 解 し て み る と 、 非 常 に 微 妙 に 四 露 脚 韻 を 踏 ん で い る 所 は 意外であろ。既存の規約による漠詩の押麒と異って、和歌の押韻は・自然に形成されるもので、殊にこの
ような奥に押韻
が あ ろ 歌 は 、
•最も吟詠に耐える共嗚を呼ぶ秀歌である。この
歌 の 整 然 た る 押 韻
感 を 感 じ さ せ る 処 か ら 、 啄 木 の 歌 に 対 す る 天 質 的 に 言 語 を 駆 使 すろ 本 恒 が 痰 わ れ ろ 。
r a k u n i 
nar a z a r i 
じA
bA
ぢつと手を見るh a t a r a k e d o A A A h a 
tara k e d o 
na o 
waga 









漠詩の押頷効果を高める脚韻様式に対して、畳韻様式は歌に抑揚g 挫 の 効 果 を も た ら し て い る 。 か く の 如 く 、 こ の 歌 は 終 句 を 除 いて、各包セa母音で円いている。非常に弾力のあるすらすらと続ま せ る 快 調 の 一 首 で あ る 。 特 に 最 後 の 変 化 は 、 頑 挫 の 働 き を 発 揮している。この歌がよく伝わる魅力は韻律にあると言っても過言ではなかろう。
父 の と と 秋 は い か め し母 の と と 秋 は な つ か し家 持 た ぬ 児 に
（ r
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対韻 様 式 に な っ て い る こ の 歌 は 、 漢 詩 の 対 句 の よ う に 、 非 常 に 説得 力 を 備 え て い る 。 初 句 と 三 句 目 、 二 句 目 と 四 句 目 と
の対賠の上
に
．「 い か め し 」 と 「 な つ か し 」 で ． SI 音 で 脚 郎 を 整 え 、 綺 霊 な 旋 律
感 を 持 っ て い る 一 首 で あ る 。 そ の 為 に 、 こ の 歌 も 大 変 人 の 心 を 打つものである。
．
以 上 、 頭 韻 、 脚 韻 、 畳 頗 、 対 韻 の 順 を 追 っ て 一 首 ず つ 述 ぺ た が 、
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露 西 亜 巻 の 煙 草 を 楔 ひ つ つ 、




国 禁 の 書 を 、涙して読めり。
の中にまた「哀果も啄








r 街 上 不 平 」 な ど の 歌 風 は 即 ち そ れ
である」と語っている。．そ





・ 「 働 か ぬ ゆ ゑ 、
貧 し き な ら む 、 」
ぃ ．つ 働 き て も 、
．貧 し か る ぺ し 、 」
「とも
か く も 、
働 か む 。 」
露 西 亜 に 行 く は 、
いつのことぞも。




集 の 最 も 著 し い 特 徴 と 言 わ ね ば な ら な い 。
「黄昏に」は日本表記
の三行害きという点でr1握の砂」に次ぐものとなるわけである。内容はいかにも啄木の
作 風 に 類 似 し て い る 点 が 多 く て 、
殊 に 社 会
思 想 を 大 胆 に 歌 に 表 白 す る 思 想 変 革 は 意
味深い。
斎 藤 茂 吉 に 指 摘
された＇「啄木との交流により、
歌に変化を来した」というのはこ
れ で は な い か と 思 わ れ る 。




の と 述 ぺ て
い る が 、
哀 果 と 啄 木 と の 交 遊 姿 勢 を 検討 す れ ば 、
や は り そ れ は 啄
木と関係したことも
あ る の は 否 み 難 い 。
ま ず 、
哀 果 の 社 会 思 想 は
すくなく
と も 「 N A K I W A R A 1 」 . （ 朋 治 四 十 三 年 四 月 ） 時 代
まで見出すことは出来ない。
一 万 、
啄 木 は 同 年 六 月 に 幸 徊 秋 水 の





塞 の 現 状 」 の 一
・文 で 、
， 思 想 上
で 大 き な 変 革 を 遂 げ た 事 実 を 示 し て い る 。
ま た 、
二 階 速 て の 新 築
に 住 み 、
人 並 に 生 活 し て い る 哀 果 が い る の に 、
何 故 「 樹 木 と 果 実 」
の 雑 誌 の 経 費 と 発 刊 所 の 資 任
は、
む さ く る し い 処 で 貧 困 な 日 々 を
送 っ て い る 啄 木 が 負 わ な け れ ば な ら な か ● た だ ろ う か 。
前 に 挙 げ
た啄木の書簡でも分かるように、
そ の 時 期 の 啄 木 は 社 会 主 義 の 思
想が既に成熟して、
社 会 主 羨 者 の 姿 勢 で 奮 闘 し て い た 事 が 、
一 目
瞭 然 に 察 せ ら れ る 。
．
啄木が亡くなった後、


























































































































の革新の過程において、特別な試みの るのは当然であろう。しかし、哀果 場合は、第二歌集 貰昏に には、初句四音の九例以外、更に初句三音の例が一甘
詔成がきずりてゆく男
あり
。
をしへてや
るも、
ものうき夕ぐれ
。
初句二音が二例、たとえば
00 かの、汽船の豚を、
おもひいづ゜
さびしき冬に
、また、なりにけり。
又二句目六音が四
例、二句目五音が一例、二句目四音の
800 
世にかかる嘘さへ
いふも
のか。
．
その人の顔を、ぢつと見つめし。
そして、三句目四音が四例、四句目五音が十例、五句目五音が二例と合せ 十四もある。
こんなに明らかな字不足によって、
哀果は歌を革新し、遂に歌を破壊する所まで進んでしまったこが知られる。革新の原則と作 の信念において、啄木が哀果と
l
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（昭和六十二年一月l
十
二月）
線を画しているのは、
啄木が歌の形式を複雑化しながらも、
哀果
．の
ように歌を破壊せず、
あくまで歌の伝統の枠の中に止まろうと
した点である。
これによって、
何故啄木が同じ三行書きの短歌を
作りながち、
哀果より遥かに有名になったかの説明がつくように
思われる。
（本学大学院研究生）
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